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SNSの“子ども写真”投稿で約4割がトラブルに

【専門家監修】「SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン」を公開　

〜SNSと上手に付き合いながら"孤育て"を防ぐ〜

家族・子ども向け出張撮影プラットフォーム「fotowa（フォトワ）」（ピクスタ株式会社／東京都渋谷区）が運営する
fotowa家族フォト総研は、0歳から小学校高学年のお子さまを持ち、SNSに子どもの写真を投稿したことがある保
護者を対象に「子ども写真のSNS投稿に関するアンケート  」を行い、459名より回答を得ました。

その結果、SNSに写真を投稿することに関して、約9割がリスクやトラブルを把握していながら、対策に自信がある
と回答した人は半数に留まることが判明。また、実際に約4割の方が、何らかのトラブルを経験していることがわか
りました。そんな中で、一般公開（オープンアカウント）をしている方が多いのは、投稿を通して他人から共感や助言

をもらうことで、「孤独な子育て（孤育て）」を防ぎたいという思いがあることが浮かび上がってきました。

この結果を受け、fotowaは専門家監修のもと、「SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン・7つのポイント」を公開したこ
とをお知らせします。

【SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン・7つのポイント】
①個人情報を出しすぎない！　情報の組み合わせが危険に

②「裸」は絶対NG！　これだけは気をつけよう
③〈映り込みに注意〉住所を特定させない

④〈本名は出さない〉できるだけネット専用のニックネームを

⑤子どもの立場に立って考えよう　「デジタルタトゥー」にならないために

⑥投稿前に確認　一緒に写った人は公開OK?　
⑦公開範囲も検討すること

＜調査結果サマリ＞

● SNSに子どもの写真を投稿する理由　約３人にひとりが 「ママ友・パパ友と繋がりたい」
● リスクやトラブルを９割が「把握している」も、対策に「自信がある」のは半数のみ

● 「知人から苦情を受けた」「個人情報を特定された」など、約４割が何らかのトラブルに

● 写真を投稿してよかったこと、約半数が「孤独にならずに済んだ」 SNSで“孤育て”を回避

＜調査概要＞

調査名：子ども写真のSNS投稿に関するアンケート
調査対象：0歳〜小学校高学年のお子さまを持ち、SNSに子どもの写真を投稿したことがある保護者459名
調査期間：2022年12月22日〜12月26日
調査方法：インターネット調査

調査元：fotowa家族フォト総研 （ https://fotowa.com/labo )

https://fotowa.com/
https://fotowa.com/funmily/2023/03/posting-photo-guidelines/
https://fotowa.com/labo


■SNSに子どもの写真を投稿する理由　約３人にひとりが 「ママ友・パパ友と繋がりたい」

子どもの写真をSNSに投稿する理由を伺うと、約半数が
「家族や友達に近況を伝えたい（54.5％）」や「子どもの成
長の記録として残したい（52.1％）」と回答したほか、約3人
にひとりが「同じ年頃の子どもを持つママ友・パパ友と繋が

りたい（28.8％）」と回答しました。

近況の共有や成長記録目的が多い一方で、ママ友・パパ

友とのつながりを求めている人も多いことがわかりました。

■リスクやトラブルを９割が「把握している」も、対策に「自信がある」のは半数のみ

「子どもの写真をSNSに投稿することによって起こり得るリスクを把握していますか？」という問いに対して、「把握
している」と回答した人は全体の約9割でした。一方で、「お子さんの写真をSNSに投稿するとき、十分な対策をとっ
ている自信がありますか？」という問いに対して、「自信がある」と回答したのは55.5%でした。ほとんどの人がリス
クを把握していながら、その対策には不安がある人も多いことが伺えます。

■「知人から苦情を受けた」「個人情報を特定された」など、約４割が何らかのトラブルに

「あなたやあなたの周りで、お子さんの写真をSNSに投稿してトラブルになったことはありますか？」と伺うと、約4割
の人が「ある」と回答しました。



具体的にどのようなトラブルだったかを伺うと、最も多

かったのは「知人のお子さんも写っており、苦情を受けた

（36％）」、次に「個人情報を特定された（30％）」という結
果になりました。

多くの人が気軽にSNSに写真を投稿できるようになった
今、リスクやトラブルを把握し、適切な活用方法を学ぶこ

とが必要でしょう。

■写真を投稿してよかったこと、約半数が「孤独にならずに済んだ」 SNSで“孤育て”を回避　

子どもの写真や動画を投稿しているSNSの公開範囲を伺うと、「一般公開（オープンアカウント）」は41.0%で、「友
達や家族・知人のみ」は49.5%で、限定公開のアカウントにしている人がわずかに多いことがわかりました。

オープンアカウントと限定公開アカウントのそれぞれに、子どもの写真をSNSに投稿してよかったことを伺うと、オー
プンアカウントで、最も多かった回答は「投稿を通して他人から共感や助言をもらえるので、孤独にならずに済んだ

（52.1％）」、次に「SNSを通して新しくママ友・パパ友と繋がることができた（47.9％）」、「子どもの写真を褒めてもら
えた（47.9％）」という結果になりました。

限定公開アカウントで、最も多かった回答は「家族や友達に近況を伝えることができた（62.3％）」、次に「子どもの
成長の記録を知り合いと共有できる（32.1％）」、「子どもの写真を褒めてもらえた（30.6％）」という結果になりまし
た。また、約2割の人が「投稿を通して限定した知り合いから共感や助言をもらえるので、孤独にならずに済んだ（
19.8％）」と回答しました。

オープンアカウントと限定公開アカウントのどちらでも「孤独にならずに済んだ」や「子どもの写真を褒めてもらえた」

という回答が入っています。子育てをしている人が、SNSに写真を投稿することを通して育児の悩みや、子どもを愛
おしいと思う気持ちを誰かと共有したり、共感やアドバイスを得られたりするメリットを感じており、「孤独な子育て

（孤育て）」にならず育児の息抜きになっていることが伺えます。

■専門家監修「SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン」高橋暁子先生のコメント

【専門家紹介】



【ITジャーナリスト／成蹊大学客員教授】　高橋暁子先生

LINE、Instagram、Twitter、TikTok等のSNSに精通。10代のSNS利用実態や情報
リテラシー教育が専門で、『ソーシャルメディア中毒』等著書、メディア出演多数。中
学生の母。元小学校教員。教育出版中学国語教科書にコラム掲載中。

【高橋暁子先生コメント】

SNSが普及し、写真を投稿することも一般的になりました。今の時代、保護者が子どもの写真を投稿するのは非難
されがちですが、自分を責めすぎなくていいと思います。SNSの投稿に寄せられた「かわいいね」というコメントが育
児の励みになったり、子育ての悩みに共感を得られたり、先輩パパ・ママからの情報が入ってきやすくなるというメ

リットもあるからです。

核家族化が進み、祖父母の助けが得られない人も多いでしょう。孤独な子育てに陥りやすい世の中で、情報を得

たり励まし合ったりして、安心できることが重要です。SNSが心の支えになっている人も少なくないので、SNSを活
用すること自体を完全に否定することは、今の時代に合わないでしょう。

一方で、子どものプライバシーを守ることもとても大切です。気をつけるべきポイントを知り、SNSをうまく活用するこ
とが重要です。

【fotowaの想い】
「子ども写真のSNS投稿に関するアンケート  」の調査結果と専門家のコメントを受け、この度fotowaは、ITジャーナ
リストで成蹊大学客員教授の高橋暁子先生監修のもと「SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン」を公開しました。
fotowaは、家族・子ども向け出張撮影サービスとして、子育てをする皆様を応援したいと考えています。SNSに写
真を投稿する際のリスクを避ける方法を知り、なるべく不安をなくしながら、安全に楽しくSNSを活用してほしい想い
です。

また、ガイドラインでは「SNSに投稿してもOKな写真例」を紹介。安全に気をつけつつ、SNSを楽しむためのアイ
ディアも掲載しています。



▼fotowaで撮影した、SNSに投稿しても安全な写真の一例

「安全に投稿するための7つのポイント」や「SNSに投稿してもOKな写真例」など、ガイドラインの詳細はどなたでも
ご確認いただけます。

SNSの“子ども写真”投稿ガイドライン：https://fotowa.com/funmily/2023/03/posting-photo-guidelines/

■今後の展開

今後は、fotowaを通じて互いに思い出に残る愛おしい写真を残すことを楽しみながら、SNS活用においては、ユー
ザー・フォトグラファーの双方がリスクを理解し、安心してSNS活用の恩恵も享受できるよう、メールマガジン等を通
じてガイドラインの周知していく方針です。

ユーザーご家族とフォトグラファーの双方が幸せな時間を過ごし、関わるすべての人が「fotowaを選んで良かった」
と思えるサービス提供に努めてまいります。

■家族・子ども向け出張撮影プラットフォーム「fotowa」について

「fotowa」は、撮影して欲しい人とプロのフォトグラファーをつなぐ、家族・子ども向けの出張撮影プラットフォームで
す。シンプルな料金設計と、好きな場所に好きな作風のフォトグラファーを指名して撮影予約ができるのが特徴。

マタニティ、ニューボーン（新生児）、お宮参り、誕生日、七五三、卒入園・卒入学、成人式、結婚式の前撮り・後撮

り、長寿祝いなど、ご家族の記念日はもちろん、日々の残したい愛おしさに寄り添う「わが家の専属フォトグラ

ファー」として、全国のご家族にご利用いただいています。

【fotowaサービス概要】

概要 家族・子ども向け出張撮影プラットフォーム

https://fotowa.com/funmily/2023/03/posting-photo-guidelines/


依頼料金

［平日］19,800円（税込21,780円）　［土日祝］23,800円（税込26,180円）
［ギフト券］26,180円　※課税対象外
指名料、出張料、撮影料、データ納品料を含みます

納品枚数
原則、75枚以上データ納品（ニューボーンフォトのみ40枚以上の納品）
※撮影時の状況または天候等により、当該枚数に達しない場合もあります。

撮影時間 60分 提供地域 全国47都道府県

保証 全額返金保証 URL https://fotowa.com/

特徴

● 作品・面談・実技の3審査を通過したフォトグラファーのみ登録
● 日時場所、作風から好きなフォトグラファーを選べる

● どのフォトグラファーを指名しても同一料金の明瞭会計

● 撮影した写真はデータで納品

● 納品された写真に満足できなければ全額返金保証

● 出産祝いや結婚祝いに出張撮影ギフト券のプレゼントも可能

● 万が一、撮影中の思いがけない事故にも対応する「損害保険」あり

fotowaの感染予防の取り組み：https://fotowa.com/safety

【会社概要】

社　名：ピクスタ株式会社　（東証グロース：3416）
設　立：2005年8月25日
所在地：東京都渋谷区渋谷三丁目3番5号 NBF渋谷イースト7階
TEL：03-5774-2692　FAX：03-5774-2695　 URL：https://pixta.co.jp/
資本金：325,777千円（2022年12月末時点）
代表取締役社長：古俣　大介

事業内容：デジタル素材のオンラインマーケットプレイス「PIXTA」、法人向け出張撮影・カメラマンサービス「PIXTA
オンデマンド」、家族向け出張撮影プラットフォーム「fotowa」の運営
子会社：PIXTA ASIA PTE. LTD.／PIXTA VIETNAM CO., LTD.

【本件に関するお問い合わせ先】　　
ピクスタ株式会社　広報担当：小林/西
MAIL：pr@pixta.co.jp　Mobile：070−6550−2933（小林）/ 080−9180−1243（西）
※当社は現在「リモートワーク主流の働き方」に移行しております。
※恐れ入りますが、お問い合わせはメールにてお願いいたします。

https://fotowa.com/safety
mailto:pr@pixta.co.jp

